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平 成 ３０ 年 ２ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月５日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 消防防災ヘリについて 知 事

県では、消防防災ヘリの安全運航に関して、現在どのよ

うに取り組んでいるのか。また、今後、消防防災ヘリ「や

まと２０００」に必要となる再整備などについて、知事の

（１４番） 所見を伺いたい。

大国 正博

(公明党) ２ 健康寿命日本一に向けた取組について 知 事

【一括質問】

県は「なら健康長寿基本計画」の中間見直しを行った

が、健康寿命日本一の目標達成に向け、どのような課題が

あると考え、今後どのように取り組もうとしているのか。

３ 「心のバリアフリー」に向けた取組について

（１）国内外から多くの観光客を迎える本県において、障害の 知 事

ある人に対してもない人に対しても、接遇力を高めるた

め、「心のバリアフリー」についてどのように取り組んで

いくのか。

（２）県内の学校現場における、障害のある人との交流及び共 教 育 長

同学習について、これまでどのように取り組んできたの

か。また、「心のバリアフリー」を踏まえた、障害のある

人との交流及び共同学習について、どのように考えている

のか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１４番） ４ 地域包括ケアの推進について 知 事

大国 正博

(公明党) （１）地域包括ケアシステムの構築には、医療・介護の専門職

だけではなく、地域住民も含めた多様な主体の参画が必要

であり、市町村は自らの地域における人材の養成や確保に

取り組むことが重要であると考えるが、県は市町村に対し

てどのような支援をし、地域包括ケアシステムを県全域に

どのように広げていくのか。

（２）総合医療センター跡地活用まちづくりについて、今後ど

のようなスケジュールで、どのように取り組んでいくの

か。

５ 平城宮跡周辺のまちづくりについて 知 事

今年１月に、国が大和西大寺駅東側に位置する４踏切を

改良すべき踏切として追加指定したことを受け、今後、県

は奈良市及び近鉄との三者による連携をどのように進め、

平城宮跡周辺のまちづくりに取り組もうと考えているの

か。

６ 奈良市中町の県有地の有効活用について 知 事

県は（仮称）中町「道の駅」について検討を進めている

が、その進捗状況はどうか。また、昨年、国内最大の円墳

であることが判明した、近接の富雄丸山古墳の活用も踏ま

え、どのように奈良市と連携していくのか。

７ 県庁におけるテレワークについて 総 務 部 長

今年度から県庁においてテレワークを試行し、本格導入

に向けた検討を行っているが、その目的は何か。また、来

年度どのように取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１４番） ８ てんかん対策について

大国 正博

(公明党) （１）本県のてんかん患者数について伺いたい。また、県内で 医療政策部長

は、てんかんの診療が可能な体制になっているのか。

（２）検査や専門的な治療など、県内のてんかん診療に関し 医療政策部長

て、医療連携をどのように進めようとしているのか。

（３）県内の学校現場では、てんかんを有する子どもに対し 教 育 長

て、具体的にどのような対応をしているのか。
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平 成 ３０ 年 ２ 月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月５日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 「南部を元気にする」施策について

（１）地方分権一括法、地方創生法が施行され、今までの国と 知 事

県、市町村との関係が変化したと思っている。特に「まち

づくり」の権限が今まで以上に市町村長に委譲され、首長

（３３番） の知恵、政策、政治力が問われ、競争も激化し、自治体間

国中 憲治 格差が大きくなることを危惧しているが、吉野郡の現状は

(自由民主党) 如何か。また、県としてどのように取り組もうと考えてい

【一括質問】 るのか。

（２）吉野郡の自治体では、人口の減少、少子高齢化、経済雇 地域振興部長

用の低迷、若者の流出等、どの分野においても数値が下が

っていて、「消滅自治体」の出現も現実味を帯びてきてい

るが、どのような対策を考えているのか。また、「奈良モ

デル」政策として「南部を元気にする」施策について伺い

たい。

（３）今後、知事が提唱している「南部を元気にする」施策を 南部東部振興監

実現するために、今までの過疎対策を検証し、吉野郡地域

振興の企画を各分野にわたって立案すべきと思うが、どの

ように考えているのか。

（４）農林業について 農 林 部 長

① 林業、木材産業界との強力な連携のもと、積極的な販路

拡大が必要と思うがどうか。

② 施業放置林対策については、平成１８年度より県の森林

環境税を活用して実施されているが、これまでの実績と今

後の見通しについて伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３３番） ③ フォレスト・アカデミーの構想に対する取り組み状況

国中 憲治 や、実現に向けた方向性について伺いたい。

(自由民主党)

④ 現行の県の「森林環境税」と、国の（仮称）森林環境税

及び（仮称）森林環境譲与税との使途の棲み分けをどのよ

うに行うのか。

⑤ 農業の「６次産業」育成に向けて、自治体、民間と一体

となった取組が必要と思うが、どのように考えているの

か。さらに、「６次産業化」について、官民連携と販路拡

大も含めた実績を伺いたい。

（５）吉野観光の課題がどこにあるのか、また、関係団体とど 観 光 局 長

のような連携をとってきたのか伺いたい。

（６）現在、国道１６９号の上北山村及び下北山村地内で道路 県土マネジメント

調査をしていると聞いているが、「紀伊半島アンカールー 部 長

ト」のルート設定に向けての調査かどうか。また、直轄権

限代行で事業中の「伯母峯峠道路」の現在の進捗状況と今

後の見通しについて伺いたい。

（７）県では「奈良モデル」の一環として「まちづくりに関す まちづくり推進

る連携協定」を市町村と締結し、吉野郡では２町４村と連 局 長

携協定を結んでいるが、協定を結べば県が主体となって事

業を推進してくれるものと誤解が生じることを危惧してい

る。町村との連携、協力についてどのように考えているの

か。

（８）教育について 教 育 長

① 「へき地教育」について、教育研究所はどのような役割

を果たしてきたのか伺いたい。また、今後の方策としてど

のような考えを持っているのか。今までの県教育行政のあ

り方をみると、「北高南低型」教育行政が脈々と続いてい

るが、「南部の教育を元気にする」決意はどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３３番） ② 昨年２月議会で、大淀・吉野高校のあり方について質問

国中 憲治 をしたところ、大淀高校はコミュニティ・スクール化、吉

(自由民主党) 野高校は３科を一括募集して２年時に生徒の適正に応じて

進路指導する旨、答弁いただいた。まもなく１年が経過し

ようとしているが、両校の成果はあがっているのか。

２ 建設残土処理条例制定及び管理・監視体制について 知 事

現在、県内で「土砂等による土地の埋立て等の規制に関

する条例」が９市町村で制定されているが、この際、県に

おいても市町村と連携できる条例等による制度や仕組みを

構築し、県民の安全・安心に繋がる、また景観環境を守る

ため、協働の監視体制の確立が必要と思うが、知事の考え

を伺いたい。

１ 工業ゾーン創出に向けた取組について 知 事

磯城郡３町では、充実した工場の立地環境を活かし、工

業ゾーン創出に向けた取組が進んでいるが、現在の進捗状

況と今後の見通しについて伺いたい。

（ ６番）

松本 宗弘 ２ 幼児期における運動・スポーツについて 知 事

(自民党絆)

【一括質問】 幼児期における運動・スポーツについて、県としてどの

ように取り組まれるのか。

３ 部活動指導員の導入について 教 育 長

部活動指導員の導入は、部活動の質的な向上と教員の負

担軽減の両面で効果的と考えるが、県教委では、どのよう

に進めていこうと考えているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ６番） ４ 携帯電話・スマートフォン等の有害情報から青少年を守る くらし創造部長

松本 宗弘 取組について

(自民党絆)

携帯電話やスマートフォン等を通じて、青少年が有害情

報に接することにより犯罪やトラブルに巻き込まれるなど

の問題が多発しているが、県としてどのような取組を行っ

ているのか。

５ 京奈和自動車道の一般部の道路整備について 県土マネジメント

部 長

京奈和自動車道の一般部の県道天理王寺線から北側の大

和川を渡る未整備区間の今後の取組について伺いたい。

６ 県道田原本広陵線（薬王寺－三笠間）の歩道整備について 【 要 望 】


